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本研究は、 筆者が2004年 6月30 日から 7月4 日まで瑞恵寺で執り行った 『時輪金剛濯




諸仏 ・諸菩薩の再来であるとされる。 だから、 モンゴル地方の仏教寺院には、 活仏がいる
かいないかは、 寺院の運営に大きな影響を及ぼしている。 例え瑞慮寺と梵宗寺とは、 他の
多く のモンゴル仏教寺院と同様に、 文化大革命で大きな打撃を受け、 寺院全体が殆ど破壊
されたこ とは周知の通りである。 しかし、 瑞慮寺と梵宗寺とは、 活仏がいるこ とによって
復興するこ とができたと考えられる。 だから。 瑞恵寺と梵宗寺及び両寺の活仏の由来を論
述するこ とによって、モンゴル仏教における禅浄の修行のあり方を明らかにしたいと考える。
仏教は、 釈尊が出家後6年にわたる苦行の後、 菩提樹の下で、 坐禅三昧を通して永遠の
真理を悟り、 その後45年間にわたって教えを説き示された歴史的事実に由来する。
釈尊が衆生に説き示された四諦や八聖道、 及び戒 ・定 ・慧の三学などの教えを、 チベッ
ト語ではサンジェ ジタ ンパ (salis　 rgyas　 kyi stanpa) という。 「釈尊の教え」 の意味である。
釈尊の教えは、 中国人 ・カシ ミール人 ・チベ ッ ト人の高僧たちによって、 モンゴルの地
に伝え られた。 モ ンゴルの地に伝来したこの教えを、 モ ンゴル人は、 モンゴル語で、 ボル
カ ン ノ シャ シン (borqan　 no　 zasin) と呼んだ。 ボルカ ンノ シヤシ ンは、 チベ ッ ト語のサン
ジェ ジタンパと同じ 「釈尊の教え」 の意味である。 釈尊の教えが、 モンゴルの地に伝来し
た後、 モンゴル語への仏典の翻訳が始まり。 続けられた。 これが後世、 集大成されてモン
ゴル語 『大蔵経』 となった。 今日では、 モ ンゴル語 『大蔵経』 に加えて、 独自のモンゴル
- 43-
2 , 瑞座寺の活仏チャガン　 ディ ヤンチ ホ トク トの禅浄の実践
同朋大学佛教文化研究所紀要第二十四号
語の注釈などを加えたモンゴル語の論書な どが完備されている。
モンゴルの地で信仰されている仏教の最大の特徴は、 僧侶の在 り様にある。 モンゴルで
は、 僧侶は仏 ・菩薩の再来とされる。 仏 ・菩薩の再来である僧侶の中に上師があり、 上師
の中に活仏がある。 上師や活仏を含めた僧侶に篤い信仰を寄せるのが、 モンゴル仏教徒で
ある。 モ ンゴル仏教徒は、仏教でい う四衆弟子から成る。 モンゴル語では、比丘をアヤガ・
タ ヒ リク (ayaga　 takimlig)、 比丘尼をチバガンチヤ (cibaganca)、 男居士をウルディ ・シ ト ゥ
ゲン (eregtei　 sit収en)。 女居士をウームクディ ・ シ ト ゥゲン (emegtei sitagen) とい う。 こ
うして釈尊と。 釈尊の教えと、 仏 ・菩薩の再来と しての僧侶という仏・法・僧が備わった。
モンゴル仏教では、 これに上師を加えて 「上師・仏 ・法・僧」 としたのが 「四宝」 である。
仏教は、 大きく 分けると、 南伝仏教 (原始仏教と部派仏教) と北伝仏教 (大乗仏教と密
教) とになる。 仏教は、 世界の各国各地域に伝播すると、 便宜上それぞれの国名や民族名
を冠して、○○仏教と呼称される。 例えば、 仏教が中国に伝来後、 中国仏教と呼ばれたよ
うに、 日本仏教、 韓国仏教、 タイ 仏教、 ス リラ ンカ仏教、 ネパール仏教、 チベ ッ ト仏教、
モンゴル仏教、 台湾仏教などと呼称されている。 従来の仏教研究は、 イ ン ド仏教や中国仏
教のように、 地域によって○○国の仏教と、 範喘を限定した研究が多かった。 私は、○○
国の仏教とい う範喘を限定した仏教の研究よ り、 一つの言語を共有している民族を単位に
した研究の方が、 現況を映し出し易いと考えている。 言語を共有する民族文化は、 国境を
越えた文化遺産である といえる。 例えば、 漢文化は、 中国のみな らず、 台湾、 香港、 シン
ガポールなどを含んでお り、 朝鮮文化は、 北朝鮮、 韓国、 中国の延辺地方に存在する。 モ
ンゴル仏教という用語を用いたのは、 モ ンゴル語を用いている人々が住む地域で行なわれ
ているモ ンゴルに特有の文化は、中国内モンゴル自治区、東北三省、モンゴル国、ブ リヤー






モンゴルの地に仏教が伝来してまもな く 、 活仏制度という仏教を高揚する継承形態が生
まれた。 活仏たちは、 モンゴル仏教の発展に大きな役割を果たしている。 モ ンゴル仏教の
大小寺院には殆ど活仏がいる。 モンゴルの仏教寺院の殆どは、 活仏たちによって建立され
たと考えている。これらの活仏は、それぞれの地域や村な どの森や山にある洞窟で坐禅し、
念仏して悟 りを開いてから、 多く の民衆に説法した り、 病気などを癒した り、 あるいは神
通力を現わした り した と伝え られている。
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ここでは、 事例と して瑞息寺を開いた活仏チャガン　 ディ ヤンチ ホ トク トの坐禅と念
仏による偉業を紹介するこ とにしたい。
まず、 瑞慮寺の歴史を簡単に紹介して置きたい。
中国で、 チベッ トが 「西蔵」 と呼ばれるのに対 して、 瑞恵寺は 「東蔵」 と呼ばれ、 内モン
ゴル地方で最大の寺院である。 清朝の康煕八年 (1669年) から建設が始まった。 瑞慮寺に
関しては、 昔から次のよ うな口承が存在する。
有名的喇雄三千六、 無名喇雄如牛毛。
有名な僧侶だけで、 3,600人がいる。 名も知られない僧侶は、 牛の毛のよ うに無数で
あって数えられない、 とい うのである。
モンゴル語で記述される寺誌 『瑞慮寺』 (2) によれば、 清朝後半期、 蒙古鎮 (現在の阜新
蒙古族自治県佛寺鎮) には、 国に登録された仏教寺院 (ulus此neretei　 sUm-e　 格根蘇莫) と、
県に登録された仏教寺院 (qosigun　 siim-e) と、 村に登録された仏教寺院 (ai-1no　 siim-e) と
で、約 300の寺院があったという。僧侶の数は20,000万人にのぼり、瑞息寺だけで僧侶の
数は、 3,000人にのぼる と記している。 清朝の康煕四十二年 (1703年)、 康煕皇帝は、 モン
ゴル語・チベッ ト語 ・中国語・満州語で表記した 「瑞息寺」 とい う寺名の勅額を贈った (3)。
瑞息寺の第一世の活仏チャガン　 ディ ヤンチ ホ トク ト・サンタ ン サンボ(Cagandiyanci
Qutugtu　 Saflda血bza岫o　 桑丹桑布 1633-1722) に、





しかし、 1949年 10月の中国解放後、 特に文化大革命 (1966̃ 1976) などの影響やその打
撃から、 宗教活動はすべて禁止され、 建物で残ったのは 「大雄宝殿」 だけであった。 大雄
宝殿が残ることができたのは、 食糧機関の倉庫と して使用されたからである。 文化大革命
の時、 何 1,000人もの料理を同時に調理するこ とができる銅製の鍋を鋳つぶして、 阜新市





モンゴル仏教で山や森に寵って修行を行なっている行者を、 モ ンゴル語でディ ヤンチ ・
ラマ (diyanci　 lhama) と呼ぶ。







されている。 第一世の活仏チャガン　 ディ ヤンチ ホ トク ト ・サンタ ン サンボは、 多く
のモンゴル人の信仰を受け、 後に上述した瑞恵寺を建立し、 徐々に名声を広げ、 チベ ッ ト
「西蔵」 に対して瑞息寺を 「東蔵」 とい う程、モンゴルの地の仏教聖地と して知られるよう
になっ た。
第一世の活仏チャガン　 ディ ヤンチ ホ トク ト ・サンタ ン サンボは、 22歳から佛寺鎮
周辺にある村山のソボルガン・アグイ (soborgan　 agui) とい う山の洞窟において四年間坐禅
と念仏を修行 し、 カダン ・ホソー (kadan　 hozou) とい う村にある山の洞窟において二年間
坐禅と念仏を修行し、 ムングンブル (mUnggiinbiirii) とい う洞窟において六年間坐禅と念
仏を修行し。 イマガツ (imagatu) とい う洞窟において二年間坐禅と念仏を修行し、カ ダン・
マイ ダ リ(kadan　 maidari) という洞窟において 1年間坐禅と念仏を修行し、カダルツ(kadartu)
とい う洞窟において 1年間坐禅と念仏を修行した。 合計 16年間にわたって坐禅と念仏を
行なった。 こ う して、 母なる一切衆生を六道輪廻から解脱させるために、 一心不乱に坐禅
と念仏との修行を実践 したと記述されている (6)。
後に内モンゴル自治区にある ドメ ドジェ グンホシグン ㈲med　 jegiin　 qosigiin　 土黙特左翼
東旗) 県の知事バイ ラ ・ ノヤン (baila) を始め、 多く の仏教徒は、 第一世の活仏チャガン
ディ ヤンチ　 ホ トク ト ・サンタ ン サンボに、 坐禅と念仏との修行を開いて、 多く の仏
教徒に説法 (nom　 nomlaqu) するように願った。 これに応じて、 第一世の活仏チャガン
ディ ヤンチ　 ホ トク ト ・サンタ ン サンボは、 慈悲心を起こ して、 坐禅と念仏とを開き、
多く の衆生を利益するために説法を始めたと伝えられる。
その頃、 清朝の康煕が皇帝に即位したばかりであった。 康煕は、 国家をどのように治め
たらよいか、 大変悩んでいた。 それで 自ら中国全土を巡察するこ とにした。 つま り、 現地
調査を行なったのである。 『瑞息寺』 の寺誌には、 モンゴル語でエルジゲ ・オヌ ン (eljige
onun) とい う言葉がある。 つま り、 移動は随に乗って巡察した。 現在の阜新モンゴル自治
県佛寺鎮のシルフイ ン ・ アイル (sirquinail　 沙日海音丈里) 村を巡察していた時、 村人の
一家で結婚式を行なっている場面に出会った。 康煕皇帝は、 この村人がこの日に結婚式を
選んだこ とを、 自らの占いで見て知っていた。 しかし残念なこ とに、 この日は最悪の凶日
であった。 つま り日本でいう仏滅であったと考えられる。 従って康煕皇帝は、 結婚式を行
なっている家を尋ね、 家の主人に 「yamar　 kiimtin　 tan　 nu eneqorim kikU ediir ki tiilgeden
卯k卯sen　 boi?」 (7) つまり、 誰がお宅の結婚日を占ったのか、 と尋ねた。 家の主人は、 隣り
の山の洞窟に寵って坐禅と念仏を しているエルダムツ ・ラマ (erdamt引ara　 高僧、 智慧が
ある意味、 以下の高僧は第一世の活仏チャガン　 ディ ヤンチ ホ トク ト ・サンタ ン サン








emiine　 ail　 nonigegerunbari bagUlganabcubaigaed6r ki ta tUlgedaenUjegsenu-?　 eneed6
r　 demei　 mje祇ied6rbosu, yagakini-muediir ki songgugsanboi?　 (8)
南にある村の家の結婚日を尊者が占ったと聞いた。 しかし私の考えでは、 この日は最
悪で、 吉祥日ではないよ うに思われる。 なぜ、 尊者がこの日を選んだのか、
と訊ねた。
高僧は次のよ うに返答 した。
ene　 ed6rket61萌ei　 bosoed6rbolbacualtanotonenegerki　 gereltii蔀mn　 soyorqaqutolayamar
mjei　 boso　 ucir baTbacuarilugadmjeiamugulang　 bolquyom
(9)
この日はいかにも、 吉祥ではないが、金星 (康煕皇帝のこ とを指す) がこの家を照ら
して く ださるから、 いかなる不吉なこ とがあっても、 すべてが吉祥に転 じて幸せにな
る筈である。 これは間違いがない
と答えたという。
このような尊者のこ とばを聞いて康煕皇帝は、 この坐禅と念仏とを修行を している高僧
を大変尊敬したとされる。 その後さ らに、 様々なこ とについて話しあったとい う。
タルカ ン ・ホシグン (darqan　 qosigun　 現在の内モンゴル自治区通遼市の科左中旗) のチン
ワン ・エボ (cin　 wangefo　 日本の市長に相当) 王は、 病気になったため、 あちらこちらで
治療したが、 病気がなかなか全快しなかった。 家族に訊ねたところ、 山の洞窟で坐禅と念
仏をを実践している一人の高僧が、 多く の村人の難病を治療し、 癒している と知った。 こ
うしてチンワン ・エボ王は、 山の洞窟に坐禅と念仏を している高僧を尋ね、 病気の平癒を
願う と、 病気はみるみる全快 した とい う。 この高僧は、 チンワン ・エボ王の信仰を受け、
篤く 尊敬されたという。
こ う して、 第一世の活仏チ ャガン　 ディ ヤンチ ホ トク ト ・サンタ ン サンボは、 長年
にわたった坐禅と念仏との結果、 清朝の康煕皇帝を始め、 地元の王や多く の民衆の信仰を
受けるこ とができた。 やがて説法する場所と しての寺院を建立する必要が要請された。 地
理的に北と東西に山があり、 南に河がある聖地を選んだ。 清朝の康煕八年 (1669年) から
建設を計画し、地元の王を始め、多く の民衆の理解 と協力を得て寺院を建立が開始された。
清朝の康煕十六年 (1677年)、 ダライ ・ラマ五世ガワンロサンギャンツォ (Nag　 dbafl　 blobza血
rgya　 mtsho　 阿曜・羅桑加措 1617-1682) か ら 「Cagandiyanci　 Qutugtu」 チャガ ン ディ ヤ
ンチ　 ホ トク ト とい う聖号を賜っ た とされる (10)。
なお、瑞恵寺の寺名は、清朝の康煕四十二年 (1703年)、康煕皇帝は、 活仏への感謝の意
を込めて、 モンゴル語 ・チベ ッ ト語 ・ 中国語 ・満州語で表記した 「瑞恵寺」 とい う寺名の
勅額を贈った。 後に釈尊の教えをモンゴル語に翻訳した 『大蔵経』 を、 北京から瑞慮寺に







辺20キロメー トルにわたって 10,000体の石仏像が造られた (11)。
瑞庖寺は、 東モンゴル地方の宗教、 医学、 文化交流の中心とな り、 中国東北地方で最大
の仏教寺院と して知られる。 第一世の活仏チャガン　 ディ ヤンチ ホ トク トから現在に至
るまで七世にわたって伝承されている。
『阜新蒙古族自治県民族志』 によれば、 さ らに清朝の道光四年 (1824年) 清朝の理藩院
は、 第四世チ ャガン　 ディ ヤンチ ホ トク ト活仏 (1753-1834) に、 満州語 ・モ ンゴル語 ・
チベ ッ ト語で彫 っ た 「tiimed　 un　 」asagda lhama　 Cagan diyanci Qutugtuin tamaqa東土黙特札
薩克達喇暗察第顔斉呼図克図之印」、つま り、東モンゴル地方の聖なる高僧チャガン　 ディ




内モ ンゴル自治区や中国の東北三省、 北京周辺では。 活仏と して尊崇されている内モン
ゴル自治区赤峰市梵宗寺寺主である丹剋・再納班雑活仏五世 (以下は丹徊・再納班雑活仏と
称する) は、 中国蔵語系高級仏学院 (チベ ッ ト仏教大学) の教務所長、 中国仏教協会理事
であり、 承徳市普寧寺名誉住職にもなっている。
丹剋・再納班雑活仏は、 12年間にわたって坐禅と念仏の修行を行なった と伝えられる。
私が訊ねた ところ、 丹徊・再納班雑活仏は、 12年間横になって寝たこ とがなかった。 特に
こ こで説明しておきたいのは、 中国の解放 (1949年 10月) 後、 中国で多く の運動が行な
われたこ とである。 例えば、 僧侶が 「喇嚇教蕭反運動」 や 「牛鬼蛇神」 などとい う名 目で
捕まって被害を受けた り した。丹沼・再納班雑活仏も被害を受けなければな らないひと りで
あった。 しかし公安部の警察は、 活仏を捕えるこ とができなかったという。 モンゴル仏教
徒の話では、警察が丹徊・再納班雑活仏を逮捕しよう と してやって来た直前に活仏は気付い
て、 警察が現われる場所から消えて しまったと言われている。 これは活仏が仏教の教えに
ある「他心通」を得ていたからであり、その瞬間その場所で直ぐに判断できた と考えられる。
丹畑・再納班雑活仏は、チベ ッ トで九世に伝生したとされる。チベッ ト自治区ラサ市にある
色拉寺のグンガノルポ (Kun　 dgab　 borpo 貢唱俄日布 1754-1818) 活仏は、 ダライ ・ ラマ
ハ世ジャムバルギャンツォ (bJam　 dpal　 rgyamtsho　 隆柔嘉措 1758-1804) の信書をもって、
内モンゴル自治区赤峰市梵宗寺のある翁牛特旗に来て、 諸悪を降伏し、 幸福を祈祷したと
される。 こ う して、 グンガノルポ活仏は、 多く のモンゴル人の信仰を受け、 梵宗寺の第一
世活仏 と して招請された (13)。 グンガノルポ活仏は、 ジャ ンジヤ ・ホ トク ト (Zang　 skya　 R01
pabiedo励 ye　 ges　 thobpatli bsodnams　 dpal bzafl po 章嘉 ・羅頼畢多爾吉耶喜式皮嘔納曼伯
拉森波) の経師 (師匠) を勤めたこ とがある。 ジャ ンジヤ ・ホ トク トは、 内モンゴル地方
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や中国の東北三省、 北京で最大の活仏である (14)。　 犬
文化大革命終結後、 1978年 12月 18 日の第 11期第3 回中央委員会全体会議 (中共十一
届三中全会) における全国宗教政策の発表によって、 活仏や僧侶は自由にな り、 共に一般




いたので、 まず、 内蒙古医学院にモ ンゴル医学の教授と して招聘され、 阜新モンゴル自治
県にあるモンゴル医学研究所の教授として招聘され、 更に内モンゴル自治区にある通遼モ
ンゴル民族医学院にも招聘された。 活仏は、 文化大革命終結後、 取り敢えずモンゴル仏教
の特徴である医学を方便として。仏教を高揚するよ う努力し、丹徊・再納班雑活仏は、仏教
芸術であるチベッ ト仏教とモンゴル仏教の曼荼羅についても、 大変深い研究を成し遂げて
いる。 実は、 丹迪・再納班雑活仏は、 文化大革命の最中に、 バンチェ ン・ラマ と連絡を取っ
たとされているが、 仏教でい う神通力で行った り来たり した と考えられる。 こ う して、 中
国蔵語系高級佛学院 (チベッ ト仏教大学) を創立する準備段階から、 バンチェ ン ・ラマの
招聘によってさまざまな準備に尽力されている。
1987年、 中国蔵語系高級佛学院は、 中国仏教協会名誉会長である第十代班禅大師 (バン
チェ ン ・ ラマ) と中国仏教協会の前会長趙撲初の唱導によって、 中国共産党と国務院との
許可を得て創設されたチベッ ト仏教最高の大学である。 開学は、 1987年9月 1日、北京の
チベ ッ ト仏教寺院である名刹西黄寺において行なわれた。丹剋・再納班雑活仏は、モンゴル
仏教の活仏第一人者として入学した。卒業後、そのままチベッ ト仏教大学に教務処 (所) 長
と して採用された。
中国蔵語系高級佛学院は、 チベッ ト地方とモンゴル地方の転世活仏と、 それぞれの寺院
で推薦された青年学僧を迎えている。 筆者は、 当大学第3期生であった。 ただ当時モンゴ
ル人は一学年45人中、 3 ̃ 4名に過ぎなかった。 活仏の存在は、 チベッ ト ・モンゴル仏教
思想の基である。 活仏中心のこの大学では、 チベ ッ ト ・ モンゴル仏教の種々の教義、 およ
び中国仏教について研究するこ とができる。 特に現在では、 様々な機関を経て活仏に指名
された者は、 チベ ッ トであれ、 モンゴルであれ、 各地方で一定期間修行した後、 最終的に
この中国蔵語系高級佛学院に入学しなければな らない。 卒業時に、 バンチェ ン ・ ラマの印










のすべての活動は禁止され、 建物で残ったのは 「大雄宝殿」 だけであった。 大雄宝殿が残
るこ とができたのは、 食糧機関の倉庫と して使用されたからである。
こ う して 1987年には、 梵宗寺は寺主である丹徊・再納班雑活仏に返換された。 そ して復
興の準備や支援金などを国際的に募集した。1998年にかけて、多く の国内外の理解と協力
を得て、 中国人民元で約 1,200万人民元 (約日本円で 1億 5千万円) を投入して梵宗寺の
修復工事が始まった。 修復されたものは以下の通りである。
梵宗寺の広場 ・天王堂 ( 日本仏教寺院の山門に相当) ・鼓楼 ・鐘楼 ・客殿 ・僧舎 ・転経
堂 ・関帝堂 ・羅漢堂 ・五大金剛堂 ・大雄宝殿 (本堂) ・延寿三尊堂 ・大蔵経堂 ・弥勒堂 ・時
輪金剛堂 ・二十一度母堂であった。 そ して、 僧侶を育成のために梵宗寺境内に教室 ・図書
室 ・ 医学室 ・パソコン室なども新しく 建立された。 将来は、 モンゴル仏教大学を設立する
こ とを予定している。 現在、 梵宗寺は、 規模は内モンゴル地方で、 最大のモンゴル仏教寺
院と して知られ、 内モ ンゴル自治区の重要文化財となってお り、 約 25名の僧侶が修行し
ている。 僧侶たちは、 毎朝4:30に起き、 6: 30 まで所定の朝課を勤め、 坐禅と念仏の修行
を厳修している。 7: 00から 7: 30までは朝食の時間になってお り、 8: 00から 10: 00時ま
で大雄宝殿において法要を執り行っている。 10: 10から 12: 00まで仏教学などの授業を行
なっている。 12 : 00から 14: 00 までは、 昼食と休憩の時間である。　 14 : 00 か ら 17 : 30 ま
では語学の授業を行なっている。 例えば、 僧侶は、 モンゴル語、 チベッ ト語、 中国語、 英
語な どを勉強 している。　 18 : 00から 18 : 45までは夜の食事の時間であり、 19 : 00から 19:
30 まではテ レビニースを見る必須の時間と されている。 19 : 30 から 21: 30 までは坐禅や
念仏の時間と されている。 22 : 00からは就眠の時間と決められている。
中国の解放以前は、約 500名の僧侶が修行 していたと伝えられている (16)。
因みに 1998年 4月、 愛知県仏教会 (前会長の岩田文有師) の招聘を受け、 愛知県仏教
会の想念寺 (渡辺観立住職) 副住職の渡辺観永師のご協力で、 丹廻・再納班雑活仏を始め、
モンゴル仏教の活仏2名が来日し、 仏教会や大学などで 「草原の祈 り 「モ ンゴル仏教を聞
く 」 とい う形で記念講演会や交流会などを実施 した。 モンゴル仏教の活仏が2名揃って来
日するのは有史以来初めてのこ とであった。 また表敬訪問とい う形で愛知県仏教会の主催
によって、43名の仏教会員と壇信徒とが、岩田文有会長を団長としてモンゴル仏教の北京












モンゴル仏教の僧侶は、 坐禅と念仏との修行を成就しなければ、 密教でい う阿闇梨には
なれない と される。
私か修学した雍和宮 (18) でも、 毎年 「閉関　 samdur　 sogoqu」 と呼ばれる坐禅と念仏とを
行なっている。 多く のモンゴル仏教の僧侶は、 毎朝2: 30頃から、 坐禅と念仏とを厳修し
ている。 この中で特筆したいのは、 102歳で往生したゲ トン (dge　 bdun) 長老である。 ゲ
トン長老は、小さい時から雍和宮に入門して仏教を修学してきた。　 1981年、 私たちが雍和
宮に入門した時、 ゲ トン長老は、 雍和宮の経頭であった。 ゲ トン長老は、 毎朝 2 : 30から
5: 30 まで坐禅 と念仏との修行を実践し、 休むこ とがなかった と聞いている。 雍和宮の毎
朝の勤めは、 朝 6 : 00から 7: 30まで、 法輪殿で、 80名のモンゴル仏教の僧侶によって厳
修されている。
ゲ トン長老は、 往生する3 日前に弟子に、
私は3 日後に往生するので、 新しい袈裟を準備して下さい。
と頼んだ という。 弟子は、 ゲ トン長老が、 とても元気あったので、 冗談を言っているので
はないかと思ったが、 それでも と、 雍和宮の住職に報告した。 住職は、 取 り敢えず新しい
袈裟を準備するよ うに指示した。 3 日後、 ゲ トン長老は新しい袈裟を着用して坐禅を組ん
で念仏したまま、 往生した。 その時、 筆者は日本に留学中であった。
すべての人々は 「眼横鼻直」 (19) の教えのよ うに、 心を定め心を清らかにして一心不乱に
坐禅と念仏とを修行すれば、 善悪を判断する智慧が生じると考えられる。 そ う した上で、
「人となる道」 を 日常生活の中で達するこ とは夢ではない。中国仏教の高僧たちは、説法に
際して、 常に 「人成則仏成」 と教えている。 つま り、 人は仏教の教えである 「十善」 を基
本と して毎日の生活を送れば、 罪を滅し、 善を積むこ とによって成仏の道が見えてく る。
今日、世界大都市の人々の生活はとても忙しい。 しかし、 だれでも毎日、 5分から 10分程
度の時間をさ く こ とは可能と考える。そこで、 「眼横鼻直」 の教えのよ うに坐禅と念仏とを




仏教の僧侶は、 民衆の協力な しに悟 りを得るなどあり得ないこ とである。
『大モンゴル禅人宰相耶律楚材』 (20) によれば、 洞山禅師の 「平常底」 とは、 寒く なった
ら暖かにする、 暑い夏には涼を とる、 渇いたら飲む、 飢えたら食べる、 閑があったら禅を
する、 眠く なった ら眠るである。
無心、 調心、 平常心、 平常底、 坐禅と念仏などと表現は異なるが、 その意味に違いはな
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《注l
(1) 拙論 『モ ンゴル仏教の研究』 (法蔵館、2004年) 1̃ 3頁。
(2) 陶克通曖等編 『瑞慮寺』 (lbgtonga, (沁卯・贈L/卯沁即/昭c心加-e) 中国内蒙古文化出版社、1984
年 10 ̃ 13頁。 現在、 瑞恵寺で約 60名のモ ンゴル仏教の僧侶は修行を厳修している。
(3) 陶克通嘔等編 『瑞息寺』 (lbgtonga, G皿μ7・ 晦か9加即何回琵加-e) 中国内蒙古文化出版社、1984
年30 ̃ 31頁。
(4) 陶克通嗅等編 『瑞恵寺』 (・ )gtonga, G㎡卯之噌か9加即/昭c咄加-ε) 中国内蒙古文化出版社、1984
年 11頁。
(5) 項福生主編 『阜新蒙古族自治県民族志』 (中国遼寧民族出版社、 1991年) 94頁。
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い。 ただ世法に活用できるか否かが問題で、 その評価も違って く るだけのこ とである と述
べて い る。
例えば、 原始仏教の時代比丘たちは、 坐禅し、 そして、 民衆の家に托鉢していたこ とは
周知の事実である。
原始仏教研究の大家である文化功労者前田恵學博士は、
上座仏教で一人の修行者が、 悟 りを求めて洞窟に入り修行するとする。 実は一人で
洞窟に入っても、 そのあと困って しま う。 食事をどうするのか。 上座仏教の修行者は
戒律の問題があって、 自分で食事を作るこ とができない。 薪を焚こ う と して、 も しも
薪の中に虫が入っていたら、 殺生戒を犯すことになる。 だから、 食事は在家信者の家
から布施してもらうのである。 南方の国々で僧侶たちが毎朝托鉢に出るのはそのため
である。 だから修行者は、 洞窟に入る前に在家信者の家に行って、 これから修行した
いと思 うが食事を毎日運んでも らえるかと頼む。 了承を得た上で、 洞窟の修行に入る
のである。 とにかく在家の人の援助がなければ、 一人で修行するこ となど事実上不可
能なこ とである
と考えてお られる (21)。
因みに、 チベ ッ ト仏教の有名な 「即身成仏」 である行者ミ ラ レーパ (Milaraspa　 米拉
日巴　 1040-1123) も。雪山の洞窟で坐禅と念仏を行なった際、実の妹が食事を運んでいた
と伝え られる。
上述したモンゴル仏教の瑞慮寺第一世の活仏チャガン　 ディ ヤンチ ホ トク ト ・サ ンタ
ン　 サンボも、梵宗寺の丹沼・再納班雑活仏も、多く のモンゴル仏教徒の協力があって坐禅
と念仏を修行し実践するこ とができた と考えられる。 こ う して解脱 し、 ないし悟 りを得、
最終的に民衆救済の菩薩行を行な うこ とができたと考えられる。 だから、 モンゴル仏教の
教えでは、 一切衆生は、 解脱 ・成仏するための 「福田」 (boyan　 no　 oron) であると、 感謝を
込めて廻向するのである。 こ う して、 悟りを開いた活仏も、 「慈 ・悲 ・喜 ・捨」 (mettii　 karuna














(11) 同上31頁によれば、活仏は一生懸命よく 国家と民衆とのために智慧を果た したこ とに対する
記念として贈ったと記載されている。
(12) 項福生主編 『阜新蒙古族自治県民族志』 (中国遼寧民族出版社、 1991年) 94頁。
(13) 『梵宗寺』 (2001年) 。
(14) 詳細は、 拙論 「チベ ッ ト とモ ンゴル仏教における活仏の由来」 (『同朋大学佛教文化研究所紀
要』 第21号、 2001年) 19 ̃ 49頁。
(15) 那倉主編 『十年歴程『慶祝中国蔵語系高級佛学院建校十周年』 (中国宗教文化出版社、1997年) 。
(16) 張蜂 「塞外名刹梵宗寺」 (『当代中国』、 当代中国画報社、 2004年6月号) 24̃ 25頁。
(17) 丹泗・再納班雑活仏たちが、 訪 日について、 『京都新聞』 1998年4月 7 日号に 「モンゴル仏教
交流で盛んに」、 また 『週刊仏教タイ ムス』 1998年4月7 日号に 「内モ ンゴル僧が入洛、 西本願
寺などを訪問」 など 『中外日報』、 中日新聞などに記載された。
(18) モンゴル佛教大寺院である北京雍和宮の詳細は、拙論 「文化大革命後のモンゴル仏教の様態一
北京市雍和宮と承徳市普寧寺を中心と してー」 (パー リ学仏教文化学) 第 16号、 平成 14年、82
̃ 95頁を参照されたい。
文化大革命以前の北京には、 モ ンゴル仏教寺院は、 38寺があった。 文化大革命の最中に、 38
寺の中の37寺が破壊され、 唯一残ったのは、 北京雍和宮だけである。 文化大革命の最中に、 中
学生や高校生を中心と した紅衛兵が、 雍和宮を壊しに入ってきた。 この情報を、 当時の住持で
ある高全寿師が、 直接見ほ来総理に電話で報告 した。 周恩来総理は、 直ぐに、 部下の韓念龍秘
書を雍和宮に派遣し、紅衛兵を説得した。周恩来総理のお蔭で雍和宮は幸存するこ とができた。
雍和宮だけが残ったのは、 こ うい う理由からである。 1978年 12月の第 n 期第3回中央委員会
全体会議で、 新 しい中国の宗教政策が発表された。 3年後の1981年には、 雍和宮で法会などを
始めとして仏教活動が再開された。
(19) 東隆偉 「眼横鼻直」 (『大法輪』 第 71巻、 平成 16年第4号) 21頁。
(20) 飯田利行 『大モンゴル禅人宰相耶律楚材』 (柏美術出版社、 1994年) 26̃ 27頁。
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